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５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 気仙沼市内全小学校、登米市内小学校一部、公共施設等

参加者数： 2800人

事業名 実施場所河川・海岸を含む自然を感じられるハンドブック作成

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

【自然探検ハンドブック 制作内容】
体裁：B5変形、90ページ
発行部数：2800部
内容：
地域でよく見られる魚類・生物の紹介、鳥類・植物・環境解説、海辺・河川でのサバイバル技術、防災情報、自然環境・
環境問題の基礎知識、地域の自然文化の解説、デザイン：親しみやすく読みやすいレイアウトで制作
【実施スケジュール】（2025年4月〜12月）
4〜9月：取材、情報収集、執筆、撮影、編集、デザイン
10月：執筆、校正、修正
11月：校正、修正
12月:印刷
1月配布
【配布先】
気仙沼市内の全小学校、登米市内小学校の一部、図書館・公共施設、地域住民向け配布

宮城県気仙沼市

◎子どもにとって親しみやすいデザインを追求し、専門的な情報もイラストや図解を用いて分かりやす
く表現した。
◎防災情報は、震災の経験がない世代にも理解しやすいよう、実際の地域事例を交えながら整理し
た。
◎多様な自然種の情報を集めるため、地域漁業者・専門家などへの取材も行い、内容精度を高める
のに時間を要した。
◎内陸部にも自然への興味を広げるため、海だけでなく河川・森林など幅広い自然環境を掲載した
点が工夫点である。

２．実施体制（結果報告）

<主たる実施団体>
■特定非営利活動法人浜わらす（事務局）

<デザイン委託先>
■白田亜悠デザイン
制作にあたり、団体内の企画・編集チームが内容検討を行い、デザイナーと連携しながら構成・デザインを
統一。市内学校や地域団体とも情報共有しながら内容の精度を高めた。

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

東日本大震災後の復興工事は、沿岸部の道路や海岸線を整備しましたが、海と人との距離を物理的に
遠ざける結果となり、人々の海への関心が薄れるという課題を生み出している。特に、子どもたちは海に触
れる機会が減り、海と共に生きる暮らしや文化、アイデンティティを継承することが困難な状況でもある。
このような海離れは、子どもたちの自然や地域社会との関わりを希薄化させ、生きる力を育むための直接
体験を不足させ、また、震災を知らない子どもたちが増える中で、自然災害に関する知識や危機意識の低
下も懸念されている。
本プロジェクトでは、沿岸部だけでなく内陸部の子どもたちにも、海の魅力や自然の素晴らしさを伝えること
を目指す。具体的には、河川や海岸の利活用を促進し、子どもたちが海に親しみ、自然と共生する心を育
むための様々な活動を企画・実施する。

申請者 特定非営利活動法人浜わらす 関連河川名 本吉町日門漁港/大谷海岸/沼尻海岸/前浜漁港

【達成状況】
2800部のハンドブック制作は12月28日に完了し、1月に各学校や地域団体、公共施設へ配布。
防災教育と自然体験を結びつけた教材として、学校現場での活用の広がりが期待される。

【実施効果】
海・河川との関わりが薄れつつある子どもたちに自然の魅力を伝える機会を創出できる。
地域資源を体系的にまとめたことで、地域の自然への理解と関心を高める効果がある。
公共施設・図書館に設置されたことで、地域住民の自然に対する興味喚起にもつながる。

【今後に向けての反省点・改善点】
SNSやウェブでの発信も行い、さらに動画資料などデジタル媒体を強化し、子どもたちの学びを深めていきたい。
今後も継続的な更新のため、住民や学校からの意見を集め、アップデート版を制作する体制をつくる予定であ
る。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

・制作を通して、地域の自然の豊かさと、その価値を次世代に伝える重要性を改めて認識した。

・関係者や地域住民との協働が非常に心強く、今後の自然教育活動につながる良い機会となった。

・今後、子どもたちが実際にハンドブックを手に取り、自然体験の「入口」となっている様子を見ることが
できることが楽しみでもあり、この事業の意義を強く感じる。

⑥特定非営利活動法人浜わらす
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河川・海岸を含む自然を感じられるハンドブック作成

冊子・表紙

写真撮影の様子①

海であそぶ前に知っておくこと

事業名

事業実施報告書（写真）

写真

磯にいる生きもの

稲の花の撮影

打合せの様子 沢での撮影の様子

海岸での写真撮影の様子②

沢にいる生きもの

⑥特定非営利活動法人浜わらす


